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医療・介護・福祉・行政の多職種が連携し合い、住民の方が住
み慣れた地域でその人らしく暮らし続けられるよう必要な体制づ
くりに取り組んでいます。

薩摩郡医師会在宅医療相談支援センターだより

ひ ま わ り

ご意見・ご感想（一部ご紹介）

・異変や異常に気づいた時に、観察するべき点は学んでおりましたが、今回はそれ

より専門的な視点を踏まえた「評価」という点が加わり、深い学びとなりました。自

宅を訪問する事業所にとって、AEDや医療関係者もない中で人命救助をしなけれ

ばなりません。訪問者が一人の場合は救急車の到着まで負担も大きく緊張感も強く

なると感じました。

・コロナ禍になり、胸骨圧迫等の実技も数年しておらず不安でした。ハンカチを当て

るとか、新たな手順も加わり、事業所内でも周知させたいと思います。

・とてもわかりやすかったです。実際に意識がない人を目の前にするとたぶんあわ

ててしまうと思います。落ち着いてできるようにこのような研修が大切と思います。

ご意見・ご感想（一部ご紹介）

・施設の職員が入居者個人のことを想って時間をかけて考え、より良い看取りにつ

いて勉強してくださっていることにまず感銘を受けました。また、何度か出てきた

「生活の延長線上」という言葉と「本人の表情や言動、反応が重要」という言葉が印

象に残りました。そして、管理者様が隅々まで気を配って職員の気持ちに寄り添う

ことが良い看取りの遂行に繋がっていると確信しました。今は看取りをしていない

けど今後したいと考えている施設の方に是非聴いていただきたい、知りたいこと

の詰まった素晴らしい研修会でした。

・看取り介護は特別なことではないこと、看取り期だからこそ家族や関係者が出来

ることなど、医療介護従事者として利用者・家族の「生きる」を最期まで支えること

ができることはとても素敵なことだと感じました。事前の準備としてACPが行な

われることもとても大事で、改めてACPの社会化が重要だと感じました。

あんしん医療連携シート・あんしんカプセルの取り

組み状況

雪害

<あんしん医療連携シート＞

延記載総数：560枚 （R5.3.17現在）

居住地別：さつま町 458名

薩摩川内市 102名

＜あんしんカプセル（緊急連絡票）＞

（R5.2.21現在）

さつま町内の129公民会中８９公民会が取り組

んでいます。

あんしんカプセル配布数（概算）3083個

令和４年度第５回さつまるネット研修会

「施設における看取り勉強会](2/２１)
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令和４年度第５回さつまるネット研修会

「施設における看取り勉強会](2/２１)

～リビングウィルから看取りプランまで～

令和4年度さつまるネット研修会アンケート結果
参加者数 ： 会場 １6名、 オンライン 33名 合計 49名

アンケート回収数：会場 14名、 オンライン 23名 合計 37名 （回収率 75.5％）

令和４年度第４回さつまるネット研修会

「急変時対応」(12/１３)

令和4年度さつまるネット研修会アンケート結果
参加者数 ： 会場 25 名、 オンライン 71名 合計 96名

アンケート回収数：会場 22名、 オンライン53名 合計 75名 （回収率 78.1％）

令和４年度第２回川薩地区在宅医療推進

リーダー会議

【センターより】
令和4年度も新型コロナウィルス感染対策により会議の

延期や中止など、皆様方にはご迷惑をお掛け致しました。

少しづつ感染対策は緩和されていますが、まだまだ気を

抜かずに会議や研修会には望みたいと思います。

在宅医療・介護資源ガイドブック作成のアンケートを発送

させて頂きましたので、ご協力よろしくお願いいたします。

また、4月15日(土）には、SSプラザせんだいに於いて多

職種意見交換会を行う予定です。皆様方のご参加よろし

くお願いいたします。

令和5年２月10日（金）SSプラザせんだい3階会議室に於いて、

委員３３名(オンライン１２名、会場２１名、欠席２名）の出席にて

開催されました。医療・介護人材不足については、委員への事前

調査結果に基づき活発な意見交換がなされました。

令和４年度「川薩地域入退院調整ルール」アンケート結果（一部紹介）


